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自動明るさ調節の補正係数に関する説明 

 
 
 
目的 
 
EPAが提案する補正係数の策定と利用の方針に透明性を与え、関係者とEPAが協議できるようにするために、

EPA はこの概要説明書を配布する。 
 
 
 
背景 
 
EPA は、米国エネルギー省（DOE）が現在策定しているテレビジョン受信機試験方法の採用を公約している。

そのため EPA は、テレビジョン受信機基準バージョン 6.0 の第 2 草案において、エネルギー省の試験方法に

関する規則設定案（NOPR：Test Procedure Notice Of Proposed Rulemaking）と同じ自動明るさ調節（ABC）

試験要件を提案している。EPA は、新たな ABC 試験方法がテレビジョン受信機のオンモード消費電力報告値

に影響を及ぼすと考えている。大量な EPA データの有用性を維持し、全製品の再試験を回避することを目的

に、EPA は、新たな試験方法が現行のテレビジョン受信機データにどのように影響を及ぼすかについてさら

に情報を得るために、追加的な調査、試験、分析を実施した。その後 EPA は補正係数を求めた。この補正係

数は、旧 ABC 試験方法で試験されたテレビジョン受信機が、新たな試験方法のもとではどのように性能を示

すのかを推定する際に使用された。 
 
 
 
試験 
 
EPA は、主要なテレビジョン受信機の種類および主要な製造事業者と画面技術を代表する、7 つの異なるテ

レビジョン受信機モデルについて試験を実施した。これら 7 つのテレビジョン受信機は、現行の ABC 試験方

法および ABC 試験方法案に従い試験された。これら情報は統合され、室内照度が変化するときの消費電力の

平均的変化を表す「平均 ABC 反応曲線」が作成された。この平均曲線は以下の図において黒線で表されてお

り、各試験照度における消費電力の割合は以下の表に示されている。 
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EPA は、この平均 ABC 反応曲線に関して、すべてのテレビジョン受信機における ABC の実施を完全に代表

するものではないが、新たな ABC 試験方法が EPA のデータにどのように影響を及ぼすのかを評価するため

の適切な代用曲線を提供していると理解している。 
 
 
 
データ 
 
平均 ABC 反応曲線は、ABC を有効にして届出されたすべての ENERGY STAR 適合テレビジョン受信機に適

用された（全 1697 モデルのうち 556 モデル）。各室内照度（10lux、50lux、100lux）における消費電力は、

各モデルについて測定した 300lux における消費電力に、平均 ABC 反応曲線から算出した各室内照度に対す

る 300lux 消費電力の割合を乗算することにより算出された。調整されたデータについては、オンモード消費

電力報告値が平均して 12.9W（最小-15.4W、最大 62.1W）増加した。ABC を無効にして試験され届出された

モデルに対する変更は行われなかった。 
 
この調整を実施することにより、すべてのテレビジョン受信機は、テレビジョン受信機基準バージョン 6.0 の

第 2 草案に提案されている試験方法に従い試験されているものとして、当該データは扱われた。EPA は、第

1 草案において提案されているオンモード消費電力の計算に対する調整よりも、今回のデータ調整方法を支持

している。EPA は、本基準においてオンモード消費電力の計算を変更することは実際の動作状況と一致しな

いデータをもたらすという関係者の意見、さらに、ABC の実施は一般的に画面明度と室内照度による直線関

係よりも複雑であるという関係者の意見に同意する。 
 
 
 


